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平成29年度 金沢市議会 3月定例月議会の概要

　平成29年度金沢市議会3月定例月議会が、平成30年3月2日から23日までの22日間開催されました。

市長の施政方針（要旨）

◇活力に満ちた元気なまちをつくる

　産業創出ビジョンの策定や金沢版働き方改革
への取り組みに力を注ぐほか、都市計画マスター
プランの平成 30 年度末の改定を目指し、用途地
域の見直しや地域別構想等の取りまとめを行う。

◇個性的で魅力あふれるまちをつくる

　スポーツ文化推進条例の制定や金沢文化ス
ポーツコミッションの開設等を通じ、スポーツや
文化でまちの活力や魅力を高めていくほか、平成
31 年 4 月の供用開始を目指し、城北市民運動公
園屋内交流広場工事を本格化する。

◇安全で安心できるまちをつくる

　地域の支え合い活動を推進するための生活支

援コーディネーターを新たに市社会福祉協議会
に配置するほか、地区社会福祉協議会の相談体制
の強化に努める。

◇未来の人材を育むまちをつくる

　金沢型学校教育モデルの実践に努めていくと
ともに、地域の住民が学校運営に参画するコミュ
ニティ・スクールを全小学校で実施する。

◇協働と連携のまちをつくる

　石川中央都市圏において金沢広域急病セン
ターの開設や次期高機能消防指令システムの構
築など広域連携を推進するほか、世界の創造都市
の作家との人材交流など、姉妹都市等との連携を
推進する。

3月2日　議案上程・提案理由説明

　山野市長から、平成30年度予算案のほか、「金
沢市スポーツ文化推進条例」案などが提案され、
市政に対する所信とともに、提案理由の説明が行
われました。

3月12日～14日　質疑・一般質問

　12 日の本会議では 5 人の議員が代表質問を行
いました。13 日及び 14 日には、13 人の議員が
質疑や一般質問を行いました。

3月15日　委員会審査

　平成 29 年度補正予算関係議案等の審査を行う
ため、常任委員会が開催されました。

3月16日　補正関係討論・採決、委員会審査

　平成 29 年度の補正予算関係議案の採決が行わ
れ、全会一致または賛成多数をもって、いずれも
原案のとおり可決されました。その後、平成 30
年度予算関係議案の審査を行うため、常任委員会
が開催されました。

3月20日　常任委員会連合審査会

　常任委員会による連合審査会が開催され、平成
30年度予算関係議案の質疑が行われました。

3月22日　委員会審査（総括質疑・討論・採決）

　平成 30 年度予算関係議案等の審査を行うた
め、常任委員会が開催されました。

3月23日　委員長報告・討論・採決

　各常任委員会の委員長報告の後、討論・採決が
行われ、市長提出の議案各件は、全会一致または
賛成多数をもって、いずれも原案のとおり可決さ
れました。議員提出の議会議案7件は3件が可決、
4 件が否決され、請願 2 件は 1 件が不採択、1 件
は議案第 60 号の可決により議決を要しないもの
とされました。また、秋島太副議長の辞職に伴い、
副議長選挙が行われ、新たに角野恵美子副議長が
選出されました。なお、各常任委員会と議会運営
委員会の改組が行われるとともに、3 特別委員会
が設置されました。

◎副議長選挙の結果

　角野恵美子　34票　　森尾　嘉昭　3票

副議長就任あいさつ
　市民の安全・安心をしっかり確保
するとともに、活力に満ちた元気な
まち、個性的で魅力あふれるまち金
沢のさらなる実現に向け、本市議会
の総合力を発揮し、一生懸命、全力
で取り組んでまいります。

 （第120代副議長 角野恵美子）
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歳 

入

市 税  816億8,819万円

地 方 譲 与 税  11億7,300万円

交 付 金  109億2,200万円

地 方 交 付 税  102億円

分担金及び負担金  18億9,107万3千円

使用料及び手数料  32億9,081万7千円

国 庫 支 出 金  275億9,699万1千円

県 支 出 金  104億9,061万6千円

市 債  164億9,670万円

そ の 他  49億6,061万3千円

歳 

出

議 会 費  9億  679万5千円

総 務 費  170億3,376万9千円

民 生 費  605億1,024万4千円

衛 生 費  194億8,474万1千円

労 働 費  2億5,831万2千円

農林水産業費  26億4,320万3千円

商 工 費  28億8,790万円

土 木 費  183億7,897万円

消 防 費  60億2,779万円

教 育 費  183億3,563万4千円

災 害 復 旧 費  2億3,513万5千円

公 債 費  212億  835万円

そ の 他  7億9,915万7千円

平成30年度一般会計予算　1,687億1,000万円

その他 2.5％

地方譲与税 0.7％分担金及び負担金 1.1％

市税
48.6％

市債
9.8％

国庫支出金
16.4％

県支出金
6.3％

地方交付税
6.1％

交付金
6.5％

使用料及び
手数料 2.0％

歳 入

商工費 1.7％

消防費 3.6％

農林水産業費 1.6％

議会費 0.5％

災害復旧費 0.1％

民生費
35.9％

公債費
12.6％

衛生費
11.5％

土木費
10.9％

教育費
10.9％

総務費
10.1％

歳 出

労働費 0.1％

その他 0.5％

平成30年度 金沢市予算概要

平成30年度 平成29年度 増減率

一般会計
1,687億1,000万円     

（1,682億1,000万円） 
1,697億3,000万円   

（1,661億3,000万円） 
△0.6％

　（1.3％）

特別会計（※1） 929億1,095万7千円  
1,011億4,957万2千円
  （939億9,027万8千円）

△8.1％
（△1.1％）

企業会計（※2） 633億4,301万7千円  614億4,193万2千円 3.1％

合　　計
3,249億6,397万4千円  

（3,244億6,397万4千円）
3,323億2,150万4千円 

（3,215億6,221万円）
△2.2％
（0.9％）

（　　）の数値は特別分（一般会計における基金の再編分及び国民健康保険費特別会計における都道府県化に伴う影響分）を
除いた実質の数値

（※1） 国民健康保険費、後期高齢者医療費、介護保険費、市営地方競馬事業費など 10 会計の合計（平成 29 年度は農村下水
道事業費特別会計を含む11会計の合計）

（※2）ガス事業、水道事業、病院事業、中央卸売市場事業など8企業会計の合計

　平成 30 年度は、交流拠点都市実現に向けた重点戦略計画の着実な実践、地域コミュニティーの醸
成・充実と市民協働・広域連携の推進、スポーツ文化の推進と本物の文化の継承・発信等を重点にし
て、「地域の絆で 活力と潤いのある交流拠点都市を築く 重点戦略予算」と性格づけられた予算が編成
されました。
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本会議の
発言から

　3月12日（月）、13日（火）、14日（水）に、

18人の議員が質疑や一般質問を行いました。

3月12日（月）

・横越 　徹 議員（自民党） P. 5

・中西 利雄 議員（みらい） P. 6

・澤飯 英樹 議員（金沢保守） P. 7

・角野 恵美子 議員（公明党） P. 8

・森尾 嘉昭 議員（日本共産党） P. 9

3月13日（火）

・清水 邦彦 議員（自民党） P.10

・麦田 　徹 議員（みらい） P.10

・源野 和清 議員（公明党） P.11

・高　　 誠 議員（自民党） P.11

・大桑 初枝 議員（日本共産党） P.12

・熊野 盛夫 議員（創生かなざわ） P.12

・喜多 浩一 議員（自民党）　 P.13

3月14日（水）

・小間井 大祐 議員（自民党）  P.13

・森　 一敏 議員（みらい） P.14

・玉野 　道 議員（創生かなざわ） P.14

・久保 洋子 議員（自民党） P.15

・宮崎 雅人 議員（会派みやび） P.15

・田中 展郎 議員（自民党） P.16

※ 掲載している内容は、発言した議員本人が作成した

原稿をもとにしています。

議会の傍聴について
　本会議は原則として公開されており、どなた

でも傍聴できます。傍聴の受付は、本会議開会

当日、市役所新館 7 階で行っています。傍聴の

定員は 80 人で、満席の場合は議場隣の全員協

議会室において、庁内放送により傍聴いただい

ておりますので、あらかじめご了承ください。

　また、聴覚に障害のある方のために、手話通

訳者の配置またはパソコンによる要約筆記も実

施していますが、事前の申し込みが必要ですの

で、詳しくは議会事務局（220-2388）までお

問い合わせください。

傍聴席から見た議場の様子

傍聴受付及び傍聴席入口

傍聴席
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　新年度予算について

2　市民生活と調和した観光の振興について

3　スポーツ文化の推進について

4　除雪及び冬季の水道管漏水対策について

5　ごみ減量化・資源化の推進について

6　安全・安心のまちづくりについて

自由民主党金沢市議員会

横越 　徹 議員　【代表質問】

宿泊税の導入について

宿泊税導入の検討における庁内プロジェ

クトの案は、京都市の制度を基本としていたが、

条例案では、宿泊事業者の意見等を踏まえ、ど

のような点を見直したのか。

宿泊事業者団体からの要望も踏まえ、課

税の公平性や特別徴収義務者の負担軽減の観点

から、修学旅行等に対する課税免除を設けない

こととするなど、できる限り簡素でわかりやす

い仕組みとした。なお、修学旅行やスポーツ合

宿等については、別途、支援措置を講じること

により対応していきたい。  （市長）

スタジアム・アリーナ構想について

文化スポーツイベントを積極的に誘致

し、スポーツ文化を推進していこうとする本市

には大規模な施設が不足しているのではないか

との声を聞く。先日、金沢アリーナ推進協議会

が発足し、市内におけるスタジアム・アリーナ

構想が民間主体で動いていると聞いているが、

こうした動きに対する市長の所見を聞く。

この構想は、民間主導で進められている

が、市政にも大きな影響を及ぼすことから、平

成 29年 9月より石川県とともに勉強会に参加

し、情報収集に努めている。県や市におけるス

ポーツ施設等の現状や、他都市の事例を踏まえ、

施設の規模、事業採算性などについて議論がな

されているところであり、今後の動向を注視し

ていきたい。  （市長）

問

答

問

答

高齢者や要介護者等が多い地域の除雪について

さきの大雪の際には、デイサービスの施

設利用に大変な支障を来したという話を何度も

聞いた。高齢者や要介護者等、移動が困難な人

の多い地域における生活道路は、特に除雪対策

を強化すべきだと思うが、市長の考えを聞く。

移動が困難な人の多い地域の除雪対策は、

緊急時の対応等も含め重要であるが、市内に多

数あることから、その全てを除雪計画路線にする

のは難しい。明年度に立ち上げる検討委員会の

中で、そうした地域での除雪活動も含め、今後

の除排雪体制のあり方を検討していく。 （市長）

オウム真理教への対策について

国の公安審査委員会により、オウム真理

教の後継団体であるアレフとひかりの輪に加え

て、新たに本市で活動する団体も観察処分の対

象に追加されたが、今後、住民の不安を取り除

く対策をどのように講じていくのか。

全国組織のオウム真理教対策関係市区町

連絡会に加入し、国への要請活動を実施すると

ともに、本市と地元対策協議会、公安調査事務

所、東警察署で構成する四者会議を定期的に開

催し、最新情報等の把握に努めている。引き続

き、関係機関と協力して住民の不安が取り除か

れるように力を尽くしていきたい。  （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　新年度予算について

2　家庭ごみ有料化制度について

3　除雪について

4　地域コミュニティーの活性化について

5　市民生活と調和した観光の振興について

6　スポーツ文化の推進について

7　県と市の連携について

みらい金沢

中西 利雄 議員　【代表質問】

新年度予算について

市税収入は増加しているが、地方交付税

が大幅に減少するなど歳入全体に大幅な伸びが

見込めない中にあって、新年度予算編成に当た

り、特に苦心した点を聞く。

世界の交流拠点都市の実現に向けた重

点戦略計画の着実な実践のほか、地域コミュニ

ティーの醸成、充実や市民協働の促進、文化都

市金沢にさらなる厚みを増すためのスポーツ文

化の推進、景気が回復基調にあるこの時期だか

らこそ策定する新たな産業創出ビジョン、少子

高齢化が避けられない中での金沢版働き方改革

の推進などの重点政策を進めるため、これまで

以上に事業の年度間調整や基金の活用等に工夫

を凝らしながら予算を編成した。  （市長）

さらなるごみの減量化、資源化に向けて

ごみの減量化、資源化への市民の意識が

次第に高まっている今こそ、市民がごみの減量

化、資源化に取り組みやすい環境を整えていく

べきだと考えるが、新年度はどのような減量化、

資源化施策を重点的に進めていくのか。

指定ごみ袋による家庭ごみの収集に加

え、保健所内でのフードドライブ受付窓口の設

置や講習会の開催などを行い、食品ロス対策の

強化を図っていく。また、雑紙回収袋の配布や

古紙回収用カート貸出制度の創設など、古紙の

集団回収を促す施策を重点的に取り組んでい

く。引き続き市民との協働により、ごみの減量

化、資源化を促進し、ごみ処理費の削減など、

将来世代にわたる市民負担の軽減に努めてい

く。  （市長）

問

答

問

答

地域コミュニティーの活性化について

以前、地域コミュニティーの活性化に向

けた地域の負担軽減策を聞いたとき、地域コミュ

ニティ活性化推進計画を策定する中で検討する

とのことだったが、計画を策定した今、改めて地

域の負担軽減にどのように取り組むのか、地域コ

ミュニティ活性化基金の活用策とあわせて聞く。

地域コミュニティ活性化事業やごみ出し

サポート事業など、地域の課題の解決や前進に当

たる地域団体を積極的に支援していく。基金は地

域コミュニティーの醸成、充実や市民協働の促進

に資する事業など地域団体の支援に活用するの

で、負担軽減につながると考えている。 （市長）

県と市の連携について

金沢港の整備や国立近代美術館工芸館の

移転のほか、金沢大学工学部跡地の利活用など、

これまで以上に県と緊密な関係を持って進める

べき事業が山積みだが、今後、これらの事業に

本市としてどのような役割を果たしていくのか。

金沢港ではクルーズターミナルへの観

光案内コーナーの設置、駐輪場の整備、金石・

大野地区の住民と連携した魅力を高める取り組

みを行い、工芸館は財政的な協力や政府機関の

移転だとわかる名称とするよう申し入れしてき

た。また、金沢大学工学部跡地は金沢美術工芸

大学を移転するアカデミックなエリアにしたい

と思っていて、引き続き県としっかり連携して

いく。  （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　平成30年度予算編成と重点施策について

2　大雪の対応について

3　日本銀行金沢支店の移転について

4　北朝鮮の暴挙と危機管理について

金沢保守議員会

澤飯 英樹 議員　【代表質問】

都心軸オープンカフェ整備事業と

アートベンチ設置事業について

都心軸オープンカフェ整備事業や歩ける

まちアートベンチ設置事業は、中核市初の試み

として今後の展開に期待するが、市長は具体的

にどのようなまち並みを思い描いているのか。

都心軸に宿泊特化型ホテルがふえること

で無機質なビルが林立してしまう懸念があるた

め、新築や改築時などにカフェテリアやアート

ベンチの設置を促し、洗練された都市空間の中

に心の安らぎや人のぬくもりとにぎわいを感じ

させるまち並みを創出していきたい。  （市長）

オープンカフェのイメージ

除雪についての県・市の連携について

今回の大雪では、市中心部の幹線道路の

路肩にたまった雪が車線を塞いだ影響で大渋滞

が発生したが、このような状況を踏まえ、除雪

計画における幹線道路の県・市連携の強化と対

応について聞く。

交通障害を最小限に抑えるため、主要幹

線道路等へのアクセス道路を雪道ネットワーク

と位置づけ、国・県と連携して除雪に取り組ん

でいるところであり、今回の大雪を踏まえ、国・

県とのさらなる連携強化を図り、円滑な交通機

能の確保に努めていく。  （市長）

問

答

問

答

過剰とも思えるホテル開発計画について

都心軸や金沢駅周辺での過剰とも思える

新たなホテルの開発計画について何らかの施策

を考えているのか。

新幹線効果が薄れていく中で、来街者が

減る懸念もあるので、引き続き、さらなる誘客

を促進するため、欧州富裕層向け旅行商品の造

成に加え、MICE や首都圏からの修学旅行の誘

致強化、金沢の夜の魅力の発信などにより中長

期滞在型観光を推進していきたい。  （市長）

大雪時の救急車等の運用について

今回の大雪では、生活道路の除雪がまま

ならず､ 救急搬送等の活動に苦労があったと思う

が、救急車等の運用はどのようにしていたのか。

傷病者を安全かつ迅速に搬送するため、

救急隊員に加え、消防隊員を出動させ、搬送経

路の除雪や傷病者の搬送支援に当たったほか、

大規模災害に活用するための非常用救急車を 3

台出動させた。また、消火栓からの取水に時間

を要する場合に備え、火災時には大型水槽車を

同時出動させていた。  （消防局長）

問

答

問

答

大雪時の救急活動の様子
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　尾張町の活性化について

2　金沢市公文書館（仮称）整備基本計画について

3　家庭ごみ有料化について

4　食品ロス対策について

5　障害者アートについて

6　大雪対策について

7　夕日寺グラウンドゴルフ場の整備について

公明党金沢市議員会

角野 恵美子 議員　【代表質問】

尾張町の活性化について

尾張町にはさまざまな歴史的建築物や文

化施設があるが、それらの施設が頑張っても、

一挙に入館者数をふやすことは難しいのではな

いか。それぞれの担当課が横の連携を密にする

など、文化施設を後押しするような行政のバッ

クアップ体制が必要だと思うが、市長の所見を

聞く。

一例だが、若い女性に人気がある文豪

ゲームとタイアップし、徳田秋聲、泉鏡花、室

生犀星の三文豪館をスタンプラリーでめぐる事

業を実施しているほか、観光部局と連携し、春

の誘客パンフレットに掲載した効果もあり、3

月3日から11日までの9日間で徳田秋聲記念館

の入館者数は 4倍以上にふえている。また、中

村記念美術館のトイレを改修するなど、ハード、

ソフト両面から支援している。  （市長）

金沢市公文書館（仮称）整備基本計画について

以前、公文書館の設置を提案したときに

市長は、資料の取り扱い基準を定め、公文書館

の設置を研究すると答弁していたが、改めて歴

史公文書の保存対象や対象期間、保存処理等の

環境整備、利用目録の作成や利用方法について

聞く。

基本的には市の全ての部局で作成する文

書を対象とし、公文書選別基準に基づき選別し

た文書を保存していく。民間からの寄贈文書に

ついても、歴史的に重要なものは適切に保存し

ていきたい。保存処理に当たっては、防虫・防

カビ処理や劣化箇所の修復等を行うほか、目録

検索が可能なシステムを構築し、広く市民の閲

覧に供していきたい。  （市長）

問

答

問

答

食品ロス対策について

フードドライブ受付窓口を設置するとの

ことだが、食品ロスをなくし、必要な人へ届け

るために、どのような仕組みづくりを考えてい

るのか。また、どのような成果を期待している

のか。

エコライフの普及活動を積極的に行って

きた市民団体のノウハウを生かしつつ、定期的

な受付窓口を設け、市民に広く食品の提供を呼

びかけることで、より多くの食品が社会福祉施

設等に届くよう支援していきたい。また、家庭

での食品ロスをなくす行動を促し、食べ物を大

切にする意識の向上や生ごみの減量化にもつな

げていきたい。  （市長）

大雪対策について

ベテランの町会長は大雪の対応になれて

おり、除雪業者ともよく連携がとれているが、1

年で交代する町会長のために、校下の町会長会

議で町内の除雪路線を確認するために説明会を

開くなど周知に努めてもらいたいが、いかがか。

町会連合会を通じ、除雪路線を含めた除

雪計画を全町会に配布するなど周知に努めてき

たところだが、各町会の除雪路線が確認できる、

よりわかりやすい計画図を作成するなど、除雪

計画の一層の周知に努めていく。  （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　駅西福祉健康センターで起こった幼児の人身事故に 

ついて

2　安倍政権が進める「働き方改革」と「金沢版働き方 

改革推進プラン」について

3　大雪による市民生活への影響と今後の対策について

4　新年度予算について

5　家庭ごみ有料化実施について

6　宿泊税について

日本共産党金沢市議員団

森尾 嘉昭 議員　【代表質問】

除雪対象道路の拡大を

現在の道路除雪計画における除雪対象道

路は、市道の4割程度にとどまっており、また、

市道の認定に至らない道路は300キロメートル

に上るとされているが、除雪対象道路の拡大に

ついて、市長の見解を聞く。

行政の対応には物理的に限界があること

から、全ての生活道路を除雪の対象とするのは

難しいが、今回の大雪を踏まえ、今後の除排雪

体制のあり方を検討する中で、除雪路線につい

ても研究したい。  （市長）

金沢市道路除雪計画書

国民健康保険料の引き下げについて

今回の保険料引き下げに際し、どのよう

な財源対策を行ったのか。あわせて基金の残高

を聞く。

今回の保険料の引き下げにより、約 6億

4,000 万円の収入不足が生じることから、基

金の取り崩しと一般会計からの繰り入れを行っ

た。基金残高は、平成30年度末において22億

6,000万円を見込んでいる。  （保健局長）

問

答

問

答

就学援助制度の拡充を

就学援助制度は、憲法に明記されてい

る義務教育は無償という考えのもとで、就学に

かかわる教育関係の経費の一部を支援するもの

で、大切な役割を担ってきた。今年度、新入学

学用品費の支給が入学後の 8月から入学前の 3

月に前倒しされることになったが、その実施状

況について聞く。

平成 30年度の新入学生を対象とした新

入学学用品費の入学前支給認定者数は、現時点

で小中学校合わせて1,119人である。 （教育長）

宿泊税について

本市の提案では、2万円未満の宿泊料金

に対し一律200円の課税となっており、修学旅

行生の宿泊料金にも課税するとしている。税の

累進課税の考え方を全く無視した内容であり、

税の公平性が確保されていないことから、理解

が得られないと考えるが、いかがか。

本市では、宿泊料金にかかわらず、宿泊

者が受ける行政サービスに変わりはないとの考

えから、民泊を含む全ての宿泊施設の利用者に

広く負担をお願いすることとしている。修学旅

行やスポーツ合宿等については、別途支援措置

を講じたいと考えている。  （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　地域経済の活性化について

2　スポーツ文化について

3　金沢歌劇座のMICE機能強化について

4　金沢市都市計画マスタープランの改定と北部地域振興について

5　認知症施策について

6　中山間地域の活性化について

【質問事項】（一問一答方式）

1　金沢市都市計画マスタープランの改定と金沢市集約都市

形成計画について

2　コミュニティ活性化事業について

3　まちと交通について

4　雪対策について

5　首都圏戦略について

自由民主党金沢市議員会

清水 邦彦 議員

みらい金沢

麦田 　徹 議員

地域経済の活性化について

第 4次産業革命と言われる世界的な時

代の流れに呼応した素早い対応が必要となる中

で、今回立ち上げる高付加価値型産業創出検討

会の組織と役割について聞く。また、この検討

会が産業創出ビジョン策定にかかわっていく上

での今後のスケジュールについても聞く。

検討会は、日本の人工知能研究の第一人

者の松原仁先生を初めとした学識経験者や経済

界から委員に就任してもらい、第 4次産業革命

に関連した企業誘致の促進、中小企業支援策、

グローバル化に伴う海外市場の開拓などにつな

げていきたい。また、第 1回会合は 3月中に開

催し、明年度中に産業創出ビジョンを策定した

い。  （市長）

金沢市都市計画マスタープランの改定と

北部地域振興について

北部地域は、ほとんどが市街化調整区域

であり、思うような土地の利活用ができず、地域

住民は、危機感をもって土地利用に関する要望

活動を行っている。市は、地元の要望を汲み取っ

て、県と連携し課題解決に取り組むことが重要だ

と考えるが、明年度末までの金沢市都市計画マ

スタープランの改定について、どう取り組むのか。

丁寧な意見交換を行った後、地域別構想

を確定させるとともに、その内容を全体構想に

反映し、第 3次都市計画マスタープランを取り

まとめる。また、用途地域や市街化区域の一斉

見直しは、都市計画マスタープランの改定と並

行して、必要となる関係機関と協議を進める。

  （市長）

問

答

問

答

まちと交通・リバーシブルレーンについて

山側環状の整備で国道 359号の交通量

は若干減ったと感じているが、通勤時の渋滞は

解消されていない。小坂町交差点から橋場町交

差点までは片側 2車線だが、交差点ごとの右折

レーンを避けるため、バスレーンを走っている

のが現状である。この路線にリバーシブルレー

ンを導入することはできないのか。

平成 5年に検討を行ったものの導入に至

らなかったが、道路事情もそのころと変わって

いるので、交通量の変化等を踏まえ、県警や道

路管理者等と協議していく。  （市長）

首都圏戦略・「銀座の金沢」について

銀座の金沢の運営に係る予算と県のアン

テナショップの本市負担分を合わせると、百万

石まつりの予算とほぼ同額になるが、これほど

の予算規模であれば効果の見える化が必要では

ないか。また、運営する事業者を変更したとの

ことだが、その理由とその後の評価について聞

く。

効果の見える化も大切だと思っており、

常任委員会で報告したい。また、昨年 1月にダ

イニング部門を強化するため、これまで以上に

食にこだわった事業者に変更した。利用者アン

ケートの結果はおおむね高い評価であり、金沢

の食の発信に大いにつながっていると確信して

いる。  （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一問一答方式）

1　公共文化施設の運営について

2　子ども子育て支援について

3　ひとり親家庭の支援について

4　地域の支え合いについて

【質問事項】（一括質問方式）

1  学校教育について

  きずな教育について／歴史教科書について

2  電気料金の値上げについて

  本市における値上げ幅について／今後の対応について

3  福祉環境について

  農福連携について／障害者の法定雇用率について

4  スポーツの推進について

  金沢プールについて／プロスポーツへの取り組みについ

て／チーム金沢市の活躍について／夕日寺グラウンドゴ

ルフ場について

公明党金沢市議員会

源野 和清 議員

自由民主党金沢市議員会

高　 　誠 議員

歴史・伝統・文化の体感にICTの活用を

音声ガイドやその他バーチャル技術など

多様な情報技術が進化し続けていく中で、文化

施設への海外からの誘客を通じて、本市の歴史、

伝統、文化をより深く体感できるような ICT化

の取り組みについてどのように考えているのか。

新年度に鈴木大拙館で音声ガイドの多

言語化を図るほか、金沢の文化を疑似体験でき

るバーチャルリアリティー技術の活用に取り組

む。また、AI（人工知能）を活用した自動翻訳

技術も急速に進展しており、技術革新の動きも

注視して、取り入れることができるものは積極

的に取り入れていきたい。  （市長）

鈴木大拙館での多言語化対応の

音声ガイド

現在、日本語と英語の2カ国語対

応。平成30年度にはフランス語と

中国語を追加予定であり、最大8

カ国語まで対応可能。※機器の貸

し出しは無料

地域の福祉活動における財源について

地域の福祉活動の主な財源は共同募金と

なるが、近年では従来に見られない取り組みも

出てきている。地域の福祉活動における今後の

自主財源確保のあり方について、市長の所見を

聞く。

新年度は専門家による自主財源確保のた

めの研修を行う。また、地域の課題解決の支援

を目的とした募金や企業との協働による募金な

ど、新しい募金の開発、実施に取り組んでいく。

  （市長）

問

答

問

答

電気料金の値上げについて

新年度からの電気料金の値上げによる本

市施設への影響額と、電力小売完全自由化に伴

う新電力会社との契約など、料金値上げに対す

る取り組みを聞く。

今回の料金改定に伴い、一般会計で約

5,000 万円の影響が生じる。新電力会社との契

約は、供給能力や信頼性を見きわめる必要があ

ると考えている。  （市長）

スポーツの推進について

グラウンドゴルフは、地域のにぎわい創

出やネットワークづくり、健康づくりに寄与す

るスポーツだが、旧夕日寺小学校跡地をグラウ

ンドゴルフ場として利活用する考えはないのか。

グラウンドゴルフ場の開設については、

地域の声をしっかりと受け止める一方、市内の

他地区とのバランスを勘案する必要もあるた

め、今後の研究課題とさせてほしい。  （市長）

問

答

問

答

グラウンドゴルフの様子
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　雪害への対策について

2　安全・安心の介護の実現に向けて

3　子育て支援について

4　教育現場の現状について

【質問事項】（一括質問方式）

1　金沢市の新施設オープン、あるいは施設改修に当たって

の危機管理について

2　中学校の演劇部の活動の普及拡大について

3　宿泊税について

4　多文化共生社会について

5　大徳地区の第3小学校建設について

日本共産党金沢市議員団

大桑 初枝 議員

創生かなざわ

熊野 盛夫 議員

安全・安心の介護の実現に向けて

3 年ごとに見直される介護保険料は、第

7期で基準月額が 6,590 円となり、前期の基準

月額から310円の引き上げとなるが、保険料の

引き上げはやめるべきである。約8億5,000万

円まで増加した介護給付費準備基金を使って引

き下げを図るべきだが、いかがか。

介護保険料改定に際し、高齢化の進行で

介護サービスの利用がふえるほか、4月からの

介護報酬が 0.54 ％引き上げになることに伴い、

サービス給付費の増加が避けられないため、介

護給付費準備基金を全額活用して引き上げを最

小限にとどめたので、理解してほしい。 （市長）

教育現場の現状について

教師の労働状況については、長時間労働

により過労死ラインを超えていると報道されて

いるが、教師は、子どもと向き合う時間よりも、

保護者への対応や報告書の作成などに追われて

いる。県教育委員会は、教職員の業務改善に取

り組むとしているが、少人数学級の実現や市と

しても教員をふやす抜本的な取り組みが必要で

はないのか。

長時間勤務をなくす対策については、教

職員が本務に専念する時間の確保に向けた取り

組み方針の素案として、長期休業中の学校閉庁

日の設定などの具体的な取り組みを示してお

り、明年度から実践したい。また、抜本的な改

善のためには、教職員の定数改善も不可欠であ

り、中核市教育長会などを通して働きかけてい

きたい。  （教育長）

問

答

問

答

中学校の演劇部の活動の普及拡大について

中学校演劇部の活動拡大のため、紀伊國

屋演劇賞等を受賞した金沢市出身の俳優である

森尾舞さんや金沢ゆかりの芥川賞作家で、劇作

家、演出家でもある本谷有希子さんのほか、地

元の演劇関係者に指導を仰げばどうか。

中学校演劇部では、地元の演劇関係者か

ら直接指導を受ける機会を設けているが、指導

者が少なくなっている実情を考えると、条件面

などの課題はあるものの、提案のあった本市ゆ

かりの演劇関係者に指導してもらえるならば、

生徒にとって貴重な機会になり、大変ありがた

いと考えている。  （教育長）

大徳地区の第3小学校建設について

地元からは、いつ建設の詳細が示される

のかとの声が寄せられている。通学区域の見直

しも含めた校区の再編につながり、地域コミュ

ニティーにとって大きな変革を伴うだけに、地

元住民との連絡を密にとるべきではないか。

大徳地区は今後も児童数の増加が見込

まれるため、小学校の建設は必要不可欠だが、

良好な通学環境の確保のほか、地域コミュニ

ティーとも密接に関係していることから、慎重

に検討を行わなければならない。引き続き検討

を進め、適切な時期に協議を始められるよう取

り組んでいきたい。  （教育長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　プログラミング教育導入に向けた本市の取り組みに 

ついて

2　学校用地の有効な活用について

3　新年度の政策について

【質問事項】（一括質問方式）

1  平成30年度における重点戦略計画と当初予算について

  雪害の検証と対策／都市のにぎわい創出、出歩きたくな

るまちへ／観光と市民生活のバランスを保つ、宿泊税と

金沢らしい民泊、金澤町家の創出

2  高付加価値型産業創出ビジョンについて

  産業創出ビジョンの方向性／テクノロジーによる農業や

教育、福祉分野の支援・改革／シビックテック先進都市

へ

自由民主党金沢市議員会

喜多 浩一 議員

自由民主党金沢市議員会

小間井 大祐 議員

プログラミング教育について

本市の子どもたちに日本の将来を担う人

材になってもらうためにも、2年後に控える小

学校でのプログラミング教育実施に全力で邁進

していくことが必要不可欠と考えるが、市長の

決意を聞く。

プログラミング教育を通して、子どもの

ころからプログラミング等になれ親しみ、論理

的思考力や問題解決能力を高めることが将来を

担うすぐれた人材

の確保・育成につ

ながると考えてお

り、本市としても

積極的に取り組ん

でいく。 （市長）

無形民俗文化財の保存・継承について

獅子舞のような伝統芸能などの無形民俗

文化財が、少子高齢化による後継者不足などの

理由から存続の危機に瀕していると聞くが、こ

の問題についてどのように取り組んでいくのか。

市指定無形民俗文化財の保存、継承に向

けて、他都市の事例や各団体の課題などの委託

調査を実施した上で、発表の機会の確保など、

新たな支援策を検討していく。  （市長）

問

答

問

答

地域ごとに小さな雪捨て場の設置を

空き地や耕作放棄地などを雪捨て場とし

て有効活用し、各地域が近場で効率的に排雪で

きる体制を整えるべきだと思うが、いかがか。

県も市も排雪場を準備したが、小回り

がきかなかったことは否めない。地域が主体と

なって小さな雪捨て場をつくることは有効な手

段だと思っており、地域との意思疎通を図りな

がら、きめ細やかな排雪場の体制をつくれない

か検討したい。

新たな産業創出における中小企業支援を

AI（人工知能）や IoT（モノのインター

ネット化）などの生産性を高める技術革新を活

用した新たな高付加価値型産業の創出を目指す

に当たり、設備投資を行う本市の中小企業に対

し、その固定資産税の軽減割合は最大にして支

援すべきと考えるが、いかがか。

折しも国の設備投資に関する補助金の補

助率が固定資産税の軽減に連動して引き上げら

れるほか、優先採択も受けられると聞いており、

本市としても固定資産税の軽減割合を最大にし

て、中小企業の積極的な動きを後押ししていく。

  （市長）

問

答

問

答

キッズプログラミング教室
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本会議の発言から

【質問事項】（一問一答方式）

1　家庭系ごみの有料化に関して

2　宿泊税導入について

3　学校の働き方改革・多忙化解消について

4　市民のつぶやきから

【質問事項】（一括質問方式）

1　「人づくり革命」「生産性革命」の実現に関して

2　「全世代型」社会保障の転換に関して

3　「第4次産業革命」と「産業創出ビジョン」に関して

みらい金沢

森 　一敏 議員

創生かなざわ

玉野 　道 議員

宿泊税導入について

条例案を読み、昨年、宿泊施設事業者の

23％しか賛成がなかったのもうなずけた。消費

税や入湯税の徴収事務に加えて煩雑な宿泊税の

徴収にかかる事務の負担が大きいからで、帳簿

の記載と保存義務に違反すると 1年以下の懲役

か罰金を科せられる。条例案提出に当たって、

個別の事業者全てから同意を得ているのか。

宿泊事業者に納入金額の一定割合を別途

交付する自治体もあり、本市はさらに手厚い形

で取り組んでいきたい。説明会を行い、連絡が

あれば意見を聞いて対応している。また、宿泊

事業団体からの要望が幾つもある中で、できる

限りの対応をしている。制度については、おおむ

ね理解してもらっていると考えている。 （市長）

学校の働き方改革・多忙化解消について

抜本的な改善には、国による教職員の定

数改善が不可欠である。本気度が問われている

中、県教育委員会には、少人数授業のための加

配教員の少人数学級への転用拡大、学校の共同

事務室の設置の前提になる事務職員加配などの

懸案があるが、この懸案に立ち向う教育長の決

意を聞く。

これらのさまざまな課題の抜本的な改善

には、教職員の定数改善が重要なことは十分に

認識している。これまでも要望してきているが、

今後もさまざまな機会を通して国に対して粘り

強く働きかけていくし、本議会終了後にも、東

京に行き、同じように要望する予定である。

  （教育長）

問

答

問

答

地域共生社会の実現に向けて

人生100年時代を見据えたさまざまな制

度改革や見直しが一斉に行われることから、新

たな共生型サービスの提供と地域包括ケアシス

テムの構築が求められているが、高齢者に限定

した地域包括ケアの考え方から脱却した本市の

地域包括支援センターの理念とその構築につい

て聞く。

地域共生社会の実現には、これまで主に

高齢者を対象としていた地域包括支援センター

を全世代型に転換することが必要である一方

で、全世代型地域包括支援センターには、専門

性の高い人材の確保が必要となるなど課題も多

い。まずは、平成 30年度に新たに設置する生

活支援コーディネーターと連携して、地域の課

題解決力の強化につなげたい。  （市長）

事業承継税制と中小企業の後継者確保策等は

中小企業の新規設備投資に対する固定資

産税の軽減を自治体裁量で判断する仕組みや、

後継者確保を後押しする事業承継税制などが今

般の税制改正で盛り込まれたが、本市の自主性

や主体性を生かした支援策を聞く。

審議中の税制改正法案が成立すれば、中

小企業の設備投資に係る固定資産税をゼロに軽

減するとともに、次世代経営者への引き継ぎを

支援する税制措置などの周知を図るほか、中小

企業等への支援策についても積極的に対応した

い。  （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　男女共同参画社会について

2　日本女性会議金沢開催について

3　コミュニティ・スクールについて

4　カラス対策について

5　麻しん等感染症対策について

【質問事項】（一括質問方式）

1　平成30年度当初予算について

2　空き家対策について

3　司法制度改革と学校教育について

4　水害への対応について

自由民主党金沢市議員会

久保 洋子 議員

会派みやび

宮崎 雅人 議員

日本女性会議金沢開催について

平成 30年 10月 12日から 14日にかけ

て、第35回日本女性会議2018in金沢が開催さ

れるが、金沢大会が目指すものと会議の誘致効

果についてどのように考えているのか。

全国からの参加者とともに男女共同参画

社会の実現に向けた課題の解決を探り、参加者

相互の交流の促進、情報のネットワーク化を図

ることを目指している。県内外から延べ 6,000

人の参加者を予定してい

て、飲食、宿泊、観光に係

る経済効果が期待され、参

加者を通して金沢の情報を

発信することでリピーター

をふやすことにもつながる

と期待している。 （市長）

カラス対策について

新年度にカラス対策の強化として特殊

波動による追い払い実験を実施するとのことだ

が、特殊波動の方式とはどのようなものか。ま

た、今後どのように活用するのか。

特殊波動とはカラスが嫌がる周波数の音

を流して追い払うことができるもので、人間に

は聞こえにくく、周辺環境への影響もないと聞

いている。実験により一定の効果が見込まれ、

使用に問題がなければ、カラス被害で困ってい

る地域や事業者と連携して今後の活用方法を検

討していく。  （市長）

問

答

問

答

水害への対応について

大浦町や松寺町の浸水対策として、大宮

川の上流に位置する城北市民運動公園内に雨水

地下貯留施設の設置を提案するが、いかがか。

城北市民運動公園は、県との雨水排水協

議に基づいて、駐車場等に調整池機能を備える

などの適正な排水対策を講じているほか、暫定

的に調整池の増設も行うので、地下貯留施設の

設置は、その結果を見きわめた上で研究したい。

  （市長）

松寺町の道路冠水の様子

司法制度改革と学校教育について

検察審査会制度を広く周知するために作

成されているパンフレットは、非常にわかりや

すくつくられていて、全国の中学校に配布され

ていると聞くが、本市の中学校にも配布されて

いるのか。また、配布されているのであれば、

授業の中でどのように活用しているのか。

検察審査会制度は、公民的分野の教科書

に記載があるが、取り扱いが小さいので、本市

の全中学校にも配布されている本パンフレットを

補助資料として有効に活用している。 （教育長）

問

答

問

答

日本女性会議2018in金沢

シンボルマーク
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本会議の発言から

【質問事項】（一問一答方式）

1　知事選挙について

2　教職員の働き方改革について

3　スポーツ文化推進条例制定について

4　今冬の大雪について

自由民主党金沢市議員会

田中 展郎 議員

石川県との連携について

金沢港や金沢外環状道路の整備、金沢美

術工芸大学、石川県立図書館及び東京国立近代

美術館工芸館の移転整備など、石川県との連携

事業がめじろ押しだが、どのように考えている

のか。

市民生活全般にわたり、県との連携は大

切であるため、役割分担をしっかりしながら、

また、互いにサポートしながら進めていく。

  （市長）

教職員の働き方改革について

中学校における部活動の実技指導等を行

う部活動指導員の導入と部活動の休養日につい

ての方針を聞く。

平成 30年度に元教員を部活動指導員と

してモデル的に 7名配置し、その効果を検証し

たい。また、部活動の休養日について、教職員

が本務に専念するための時間の確保に向けた取

組方針の素案を今回示したが、1週間のうち平

日 1日と土曜日または日曜日を休養日とするこ

ととした。  （教育長）

問

答

問

答

部活動の様子

　委員会の傍聴の受付は、市役所新館 6階議会

事務局で行っていますので、委員会開会の 10

分前までに議会事務局へお越しください。定員

は委員会室によって異なりますが、2人から 6

人で、スペースの都合上、傍聴をお断りする場

合がありますので、あらかじめご了承ください。

　委員会の開催日程については、議会事務局

（220-2392）までお問い合わせいただくか、

金沢市議会ホームページの委員会日程でご確認

ください。

委員会の傍聴について

委員会室

　長坂星児議員は、石川県議会議員補欠選

挙に立候補届を提出し候補者となったこと

に伴い、3月2日付で失職となりました。

　これに伴う会派等の構成は以下のとおり

です。

⃝自由民主党金沢市議員会  18人

⃝みらい金沢  5人

⃝金沢保守議員会  4人

⃝公明党金沢市議員会  4人

⃝日本共産党金沢市議員団  3人

（無会派）

⃝創生かなざわ  2人

⃝会派みやび  1人

所属会派の変更
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常任委員会の活動状況
　金沢市議会では 5つの常任委員会を設けています。定例月議会中には提出された議案の審査を行うほ

か、定例月議会が開かれていないときも、市政についての課題や市の計画、事業内容を調査しています。

委員会名 開催日 主な報告事項

総務常任委員会

1月22日

・宿泊税の検討について

・ 財団が運営する文化施設・体育施設への利用料金及び定額交付金制度の導

入について

2月26日
・金沢美術工芸大学移転整備基本計画検討懇話会について

・金沢駅西広場機能強化検討委員会について

3月15日
・石川中央都市圏ビジョンの改訂について

・金沢市役所AI活用方策検討プロジェクトの設置について

経済環境常任委員会

1月18日
・金沢・クラフト広坂リニューアルの概要について

・平成30年1月大雪による農業被害について

2月15日
・大雪に伴う中央卸売市場の入荷等への影響について

・家庭ごみ有料化制度実施後の状況について

3月15日
・第4次産業革命における高付加価値型産業創出検討会の設置について

・平成30年2月のごみ排出量（速報値）について

市民福祉常任委員会

1月22日
・金沢市市民活動サポートセンター（仮称）整備計画骨子（案）について

・「がん患者への支援に関する協定」の締結について

2月26日
・金沢市地域コミュニティ活性化推進計画について

・保育所設置・運営事業者の選定結果について

3月15日
・平成30年度保育所・認定こども園の利用調整結果（2次受付分）について

・第2期金沢市保健事業実施計画（データヘルス計画）の素案について

建設企業常任委員会

1月18日

・ 水防法及び土砂災害防止法の改正に伴う要配慮者利用施設における避難確

保計画の作成等について

・ 金沢市住生活基本計画改定の骨子（案）について　パブリックコメントでの

ご意見の概要と金沢市の考え方

2月13日

・ 「金沢市住宅宿泊事業の適正な運営に関する条例（仮称）骨子（案）、金沢市

における市民参画によるまちづくりの推進に関する条例及び金沢市におけ

る土地利用の適正化に関する条例改正骨子（案）について」　パブリックコ

メントでのご意見の概要と金沢市の考え方

・今冬の除雪状況について

3月15日
・金沢市都市計画審議会付議案件について

・既存建築物耐震化における平成29年度の取組状況について

文教消防常任委員会

1月18日
・「金沢プール」の利用状況について

・平成30年1月大雪による被害状況等について

2月19日
・「東アジア文化都市2018金沢」オープニング事業の概要について

・「多言語対応　金沢救急アプリ」の機能強化について

3月15日
・平成29年度第3回金沢マラソン組織委員会の開催結果について

・金沢子どもを育む行動計画2018について
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常任委員会連合審査会

【質問事項】

①市庁舎の安全対策について

②今後の大雪時の対策について

福田　太郎 委員

各町会連合会や公民館単位で小型除雪車を貸

与し、除雪してもらう仕組みを検討してはどうか。

提案の件を含め、関係者により除雪体制、排

雪体制のあり方を検討していきたい。  （市長）

今回、庁舎内において傷害事件が発生した原

因を調査し、二度と起こらないように検証するこ

とが大事だと思うがどうか。

行政対象暴力対策会議を立ち上げ、対応状況

の検証を行いながら対策強化を図りたい。 （市長）

問

答

問

答

【質問事項】

①子どもの貧困対策について

②フードドライブについて

③動物愛護について

山本由起子 委員

子ども食堂への支援について、情報交換会で

把握した課題をもとに、行政としてどのようなス

タンスで臨むのか。

子ども食堂の多くはNPO法人やボランティ

アグループの善意により運営されていることから、

自主的、自発的な活動を尊重することが大切だと

考えている。その上で、明年度策定する子どもの

貧困対策基本計画の中において、どのような支援

が望ましいか検討していきたい。  （福祉局長）

問

答

【質問事項】

①金沢文化スポーツコミッションについて

②スポーツ施設再整備積立基金について

③宿泊税について

自由民主党金沢市議員会 今後数次にわたりスポーツ施設整備計画を策

定する中で、地元や関係団体等の意見を聞きなが

ら検討していく。  （市長）

宿泊税の導入による市内宿泊客の近隣自治体

への流出対策を聞く。

お客さんが金沢市に泊まりたいと思うまちづ

くりが大切で、そのための安定的財源の確保が大

切であると考えている。  （市長）

答

問

答

【質問事項】

①児童福祉施策について

②総合防災対策費について

松井　　隆 委員

放課後児童クラブの待機児童を解消する施策

として、ファミリーサポートセンターの育児の相

互援助活動のように、地域コミュニティーを核と

した新たな取り組みができないか。

明年度、善隣館いこいの広場モデル事業とし

て小学生の子どもと高齢者を対象とした地域共生

型の居場所づくりを行う。放課後の子どもたちの

居場所についても、その事業を通じて研究してい

く。  （福祉局長）

問

答

みらい金沢

野本　正人 委員

南部地区のスポーツ拠点として、金沢南総合

運動公園の将来像を聞く。

問
【質問事項】

①危機管理的視点からの雪害対応について

②子ども食堂について

坂本　泰広 委員

異常積雪時には通常の除排雪体制に加え、除

雪に活用できる機械等を持つ業者を付近の生活道

路の除雪に動員できる仕組みが構築できないか。

今後開催する除排雪体制のあり方検討会の中

で、建設業界など関係機関の協力を得ながら提案

の件を含め十分に検討していく。  （土木局長）

問

答
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【質問事項】

①庁舎内の安全対策について

②医療費・介護費から予防費へのシフトについて

③大雪対策について

小林　　誠 委員

庁舎内での傷害事件を受けて、市民や職員等

の安全確保や今後の対応策について聞く。

警備員を増員し、監視カメラを増設するなど

対応を強化する。来

庁する市民や職員の

安全・安心の環境整

備を図りたい。

 （市長、総務局長）

新年度から 2 つの保育所で「フッ素」を使っ

たうがいのモデル事業を実施するが、モデル事業

の検証方法について聞く。

金沢市歯科医師会と協力し、検討

会を立ち上げて検証していく。

 （保健局長）

問

答

問

答

【質問事項】

①除雪について　②家庭ごみ有料化について　③飼い犬等

のマナーについて　④防犯灯について

秋島　　太 委員

安原川沿いの地域で自宅の敷地内や公園など

に犬のふんの放置が多いと聞いているが、マナー

の悪い飼い主への対策について聞く。

ふん放置禁止の看板を設置し、ふん持ち帰り

のマナーを周知しているが、今後、動物愛護団体

等と共同で実施しているふんの放置及び放し飼い

防止マナーパトロールを安原川沿いの地域でも実

施することを検討する。 （市長）

問

答

【質問事項】

①民泊について

②家庭ごみ有料化について

金沢保守議員会 公明党金沢市議員会

平成30年度金沢市当初予算及びこれに関連する議案の審査を行うため、総務、経済環境、市民福祉、
建設企業、文教消防の各常任委員会による連合審査会が3月20日（火）に行われました。

このほか、創生かなざわの玉野道委員が「第 4 次産業革命への対応と情報政策部門のあり方と強化に関して」

の質疑を行いました。

ことし 6 月から民泊が住居専用地域など住宅

街でも届け出だけで営業できることになるが、我

が家の隣にフロントもなく従業員もいない ICT で

確認するだけの宿泊施設ができても本当に安全と

言えるのか。

適正な運営を確保するため、定期的な監視や

指導を行っていく。また、住居専用地域での規制

のほか、民泊適正運営指導室を設置して人員を増

員し、これまで以上に取り締まりを強化するとと

もに、警察など関係機関ともしっかり連携し、市

民と宿泊者双方の安全を確保していく。 （市長）

問

答

【質問事項】

①高齢者施策、健康施策、就労支援、生涯学習について

松井　純一 委員

口腔ケアや誤嚥性肺炎の予防につながるた

め、80歳を対象に歯科検診を実施してはどうか。

明年度より対象を 73 歳、76 歳に拡大し、口

腔機能検査もあわせて行うが、対象年齢のさらな

る拡大は今後の課題としたい。 （保健局長）

問

答

広田　美代 委員

市民が買った指定ごみ袋の代金を基金として

積み立てて活用しているが、平成 29 年度と平成

30 年度とで使い方が変わっている。都合のよい第

2の財布として利用しているのではないか。

地域コミュニティ活性化基金は指定ごみ袋の

製造、販売に係る経費を除き、地域コミュニティー

の醸成と充実以外の目的には使用できない。地域

コミュニティ活性化推進計画に位置づけられた新

規、拡充事業に限定して活用する。 （丸口副市長）

問

答

日本共産党金沢市議員団
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■全会一致の議案　※審議結果は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。

議案番号 件　　　名 本会議の結果

◇市長提出（議案78件中52件）

議案第61号 平成30年度金沢市営地方競馬事業費特別会計予算 可　　決

議案第63号 平成30年度金沢市公共用地先行取得事業費特別会計予算 可　　決

議案第65号 平成30年度金沢市住宅団地建設事業費特別会計予算 可　　決

議案第66号 平成30年度金沢市駐車場事業費特別会計予算 可　　決

議案第67号 平成30年度金沢市国民健康保険費特別会計予算 可　　決

議案第69号 平成30年度金沢市母子父子寡婦福祉資金貸付事業費特別会計予算 可　　決

議案第71号 平成30年度金沢市ガス事業特別会計予算 可　　決

議案第73号 平成30年度金沢市発電事業特別会計予算 可　　決

議案第75号 平成30年度金沢市病院事業特別会計予算 可　　決

議案第76号 平成30年度金沢市中央卸売市場事業特別会計予算 可　　決

議案第77号 平成30年度金沢市公共下水道事業特別会計予算 可　　決

議案第78号 平成30年度金沢市公設花き地方卸売市場事業特別会計予算 可　　決

議案第80号 金沢市俵芸術交流スタジオ条例制定について 可　　決

議案第81号 金沢市スポーツ文化推進条例制定について 可　　決

議案第82号 金沢市三谷さとやま交流広場条例制定について 可　　決

議案第83号 金沢市市民活動サポートセンター条例制定について 可　　決

議案第87号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第88号 金沢市の基金の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第90号 金沢市公立大学法人評価委員会条例の一部改正について 可　　決

議案第91号 金沢市公民館設置条例等の一部改正について 可　　決

議案第94号 金沢市企業立地の促進に係る工場立地法の特例等に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第97号 金沢市農村下水道条例等の一部改正について 可　　決

議案第98号 金沢市社会福祉審議会条例の一部改正について 可　　決

議案第101号 金沢市障害者施策推進協議会条例の一部改正について 可　　決

議案第104号 金沢市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第107号
金沢市福祉健康センター条例及び金沢市保健所及び福祉健康センター使用料等徴

収条例の一部改正について
可　　決

議案第108号 金沢市旅館業法施行条例の一部改正について 可　　決

議案第109号 金沢市廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第110号
金沢市における市民参画によるまちづくりの推進に関する条例及び金沢市におけ

る土地利用の適正化に関する条例の一部改正について
可　　決

議案第111号
金沢市における社会環境に悪影響を及ぼすホテル等の建築の規制に関する条例の

一部改正について
可　　決

平成 29 年度 3 月定例月議会 審議結果
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市民の皆様のご 理解とご 協力をお願いいたします

　金沢市議会では、弔事にお

ける香典について、自らが出

席する葬儀または通夜であっ

ても原則として禁止し、弔意

を表すとともに、その趣旨を

記載した議員共通の名刺を提

出しております。
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議員の寄附行為等は公職選挙法で禁止されています

○ 香典や結婚披露宴における祝儀の禁止（本人出席の上、

通常一般の社交の範囲であるときを除く）

○議員や後援会が、お中元やお歳暮を贈ること

○市民や団体が議員に寄附を求めること

　このほか、議員活動に対して法律上の制限があります。

議案番号 件　　　名 本会議の結果

議案第113号
金沢市特別用途地区建築条例及び金沢市地区計画等の区域内における建築物等の

制限に関する条例の一部改正について
可　　決

議案第114号 金沢市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 可　　決

議案第115号 金沢市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 可　　決

議案第116号 包括外部監査契約の締結について 可　　決

議案第117号 公立大学法人金沢美術工芸大学定款の一部変更について 可　　決

議案第119号 平成29年度金沢市営地方競馬事業費特別会計補正予算（第2号） 可　　決

議案第120号 平成29年度金沢市公共用地先行取得事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第121号 平成29年度金沢市工業団地造成事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第122号 平成29年度金沢市農村下水道事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第123号 平成29年度金沢市住宅団地建設事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第124号 平成29年度金沢市駐車場事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第125号 平成29年度金沢市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第126号 平成29年度金沢市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第127号 平成29年度金沢市介護保険費特別会計補正予算（第2号） 可　　決

議案第128号 平成29年度金沢市発電事業特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第129号 平成29年度金沢市病院事業特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第130号 平成29年度金沢市中央卸売市場事業特別会計補正予算（第1号） 可　　決

議案第131号 平成29年度金沢市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 可　　決

議案第133号 財産の処分について 可　　決

議案第134号 市道の路線認定について 可　　決

議案第135号 市道の路線廃止について 可　　決

議案第136号 市道の路線変更について 可　　決

◇議員提出（議会7件中2件）

議会議案第23号 豪雪被害に対する支援を求める意見書 可　　決

議会議案第24号 中小河川の河道掘削への支援等を求める意見書 可　　決
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※○：賛成、×：反対、退：退席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。

※ 会派の名称：金沢保守（金沢保守議員会）、公明党（公明党金沢市議員会）、日本共産党（日本共産党金沢市議員団）、創生（創生かなざ

わ）、み（会派みやび）

※各議員の賛否は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。

議　案
番　号 件　　　名

本
会
議
の
結
果

自由民主党金沢市議員会 みらい金沢 金沢保守 公明党 日本共産党 創生 み
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◇市長提出（議案78件中26件）

議 案
第 60 号

平成 30 年度金沢市
一般会計予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 退 退 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × 退 退 ◯

議 案
第 62 号

平成 30 年度金沢市
市街地再開発事業費
特別会計予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 64 号

平成 30 年度金沢市
工業団地造成事業費
特別会計予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 68 号

平成 30 年度金沢市
後期高齢者医療費特
別会計予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 70 号

平成 30 年度金沢市
介護保険費特別会計
予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 72 号

平成 30 年度金沢市
水道事業特別会計予
算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 74 号

平成 30 年度金沢市
工業用水道事業特別
会計予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 79 号

金沢市宿泊税条例制
定について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 84 号

金沢市介護保険法に
基づく介護医療院の
人員、施設及び設備
並びに運営に関する
基準を定める条例制
定について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 85 号

金沢市住宅宿泊事業
の適正な運営の確保
に関する条例制定に
ついて

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 86 号

金沢市職員定数条例
の一部改正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 89 号

金沢市手数料条例の
一部改正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 92 号

金沢市体育施設条例
等の一部改正につい
て

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 93 号

金沢市芸術文化ホー
ル条例の一部改正に
ついて

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 95 号

金沢市歴史的観光施
設及び観光駐車場条
例の一部改正につい
て

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 96 号

食肉流通センター条
例の一部改正につい
て

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第 99 号

金沢市児童福祉法に
基づく児童福祉施設
の設備及び運営に関
する基準を定める条
例等の一部改正につ
いて

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

■賛否などの態度が分かれた議案等（議員別賛否一覧）
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議 案
第100号

金沢市子ども・子育
て支援法に基づく特
定教育・保育施設及
び特定地域型保育事
業の運営に関する基
準を定める条例の一
部改正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第102号

金沢市障害者の日常
生活及び社会生活を
総合的に支援するため
の法律に基づく指定
障害福祉サービスの
事業等の人員、設備
及び運営に関する基
準等を定める条例等
の一部改正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第103号

金沢市国民健康保険
条例の一部改正につ
いて

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第105号

金沢市介護保険法に
基づく指定居宅サー
ビ ス 等 の 事 業 の 人
員、設備及び運営に
関する基準等を定め
る条例等の一部改正
について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第106号

金沢市介護保険条例
の一部改正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第112号

金沢市公園条例の一
部改正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第118号

平成 29 年度金沢市
一 般 会 計 補 正 予 算

（第5号）

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第132号

委託契約の締結につ
いて（東京国立近代
美術館工芸館移転整
備事業）

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

議 案
第137号

公有水面の埋立てに
関する意見について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

◇議員提出（議案7件中5件）

議会議案
第 18 号

教員定数の抜本的な
増員等を求める意見書

否
決

× × × × × × × × × × × × × ／ × × × × × × ◯ ◯ × × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × ×

議会議案
第 19 号

労働者の声を踏まえた
真の「働き方改革」の
実現を求める意見書

否
決

× × × × × × × × × × × × × ／ × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × ×

議会議案
第 20 号

拙速な憲法改正を行
わないことを求める
意見書

否
決

× × × × × × × × × × × × × ／ × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ × ×

議会議案
第 21 号

生活保護基準引き下
げの撤回等を求める
意見書

否
決

× × × × × × × × × × × × × ／ × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ × ×

議会議案
第 22 号

自衛隊が安心して任
務遂行に邁進できる
環境整備を求める意
見書

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯

◇請願

請 願
第 27 号

核兵器禁止条約の日
本政府の署名と批准
を求める意見書採択
についての請願

不
採
択

× × × × × × × × × × × × × ／ × × × × × × ◯ ◯ × × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ × ×

※ 請願第28号「家庭ごみの有料化の中止と見直しを求める請願」は、議案第60号「平成30年度金沢市一般会計予算」の可決により、議決を要しないもの（不
採択）となりました。

※○：賛成、×：反対、退：退席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。

※ 会派の名称：金沢保守（金沢保守議員会）、公明党（公明党金沢市議員会）、日本共産党（日本共産党金沢市議員団）、創生（創生かなざ

わ）、み（会派みやび）

※各議員の賛否は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。
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　3月23日の本会議において、平成30年度予算に係る議案が全会一致または賛成多数をもって、いずれも原

案のとおり可決されました。本会議での採決に先立ち、各委員長による委員長報告が行われ、下記のとおり要

望事項が付されました。

常任委員会の要望事項

1　今回発生した庁舎内における傷害事件を受

け、市民に開かれた市役所であることに配慮しつ

つ、庁舎等の警備体制の充実を図るとともに、市

民を初め職員の安全を確保するための防犯対策

を講じられたい。

2　金沢美術工芸大学の移転整備においては、今

年2月に策定された金沢美術工芸大学移転整備基

本計画に基づき、学生や教職員にとってよりよい

大学をつくるという視点から整備を進めるとと

もに、地域に開かれた文化芸術の交流拠点にふさ

わしい移転整備を着実に推進されたい。

3　宿泊税の導入に当たっては、観光客や宿泊事

業者等に対する十分な周知に努めるとともに、宿

泊事業者の納税事務の簡素化や支援等に努めら

れたい。また、税の公平性という観点から、無許

可営業者等の宿泊施設への対応には遺漏なきよ

う万全を期されたい。

 総務常任委員会

喜多浩一委員長

1　伝統工芸を含めた工芸の振興に向けて、市民

との意見交換会で聴取した意見を踏まえ、流通や

販路の拡大への支援はもとより、多くの市民に工

芸品を使ってもらえる環境の創出に努めるとと

もに、金沢の工芸を発信するための効果的な方法

を常に試行錯誤し、国内外にその魅力が伝わるよ

う全力で取り組まれたい。

2　熊による人身被害が発生し、市街地周辺への

イノシシの出没が続いていることから、里山の整

備等を進め、被害の発生防止を図るとともに、捕

獲業務等に係る支援を充実させ、市民の安全・安

心の確保に意を用いられたい。また、農業者の減

少と高齢化が進む中にあって、農業の持続的発展

を図るためには、担い手の確保が重要であること

に鑑み、今回の豪雪による農業被害への支援も含

めて、国、県、市、関係機関が連携し、農業の担

い手のさらなる育成に尽力されたい。

3　将来世代の負担軽減を確実に図るため、指定

ごみ袋による家庭ごみの収集を含めた本市のご

み処理施策をしっかりと検証し、市民の理解と協

力のもとでごみの減量化、資源化をさらに推進さ

れたい。

 経済環境常任委員会

高　　誠委員長

1　地域コミュニティー活性化の推進に当たって

は、町会等地域団体及び市民活動団体における負

担を軽減するよう支援していくことを念頭に、新

たに設置する市民活動サポートセンターの機能

を最大限に発揮し、地域活動の核となるリーダー

の人材育成に意を用いられたい。

2　男女共同参画社会づくりの推進に当たって

は、明年度に日本女性会議が本市で開催されるこ

とも契機に、男女共同社会の発信と市民意識の醸

 市民福祉常任委員会

麦田　徹委員長
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1　本市文化のさらなる振興・発展のために設立

する文化スポーツコミッションを生かしたイベ

ントの積極的な誘致はもとより、年間を通じた東

アジア文化都市事業の実施など、国内外へ積極的

にアピールする機会を有効に活用することで、文

化とスポーツを本市の魅力として さらに磨き高

めていくとともに、文化的資産の一つであるス

ポーツ文化の取り組みを着実に進められたい。

2　実効性ある教員の働き方改革に取り組むとと

もに、子どもたちの社会性を育み、豊かな成長を

支える学校づくりを進めるために、学校、家庭、

地域が協働して取り組むコミュニティ・スクー

ルの全小学校での本格実施に向けてしっかりと

対応されたい。また、人生 100 年時代に対応し

た豊かな生涯学習を支える地区公民館の施設的

な充実など、生涯学習のあり方の検討に努められ

たい。

3　風水害のほか、数十年ぶりの大雪による災害

への対応策について再検討されるとともに、第二

本庁舎に新たに設置する防災情報システムは、そ

の検討結果も生かして、万全の危機管理体制を構

築できるものとされたい。また、事件や事故の発

生を教訓に、多くの市民が来庁する庁舎内や利用

する施設における安全・安心を一層強化するた

め、早急に防犯対策や安全対策を検討し、実施さ

れたい。

成を図り、女性が輝き活躍できる環境づくりに取

り組まれたい。

3　本委員会が所管する施設は、利用者に子ども

やお年寄りのほか、障害のある方などが特に多い

ことから、市民に信頼され、安全かつ安心して利

用できる施設であるよう、事故防止を含めた管理

体制の確実な整備及び施設運営における部局間

の切れ目ない連携を継続し徹底されたい。

4　民泊については、民泊適正運営指導室を中心

に関係部局との連携を密にし、適正な運営の指導

を行うとともに、違法民泊での事件発生等も背景

に市民の関心が高いことから、実態の把握と適正

な対応に努め、良好な住環境の保全に取り組まれ

たい。

 文教消防常任委員会

源野和清委員長

1　今冬の大雪においては、特に生活道路の除雪

がままならず、救急搬送や高齢者世帯への配食

サービスにも支障を来し、市民生活が脅かされ

た。今回の教訓を踏まえ、除雪委託契約の見直し、

大雪時における排雪場の増設や開設時間の拡大、

消雪装置の延長など、県との連携のあり方も含

め、しっかりと検討されたい。また、水道管の凍

結等も散見されたことから、市民広報の充実を図

るとともに、本来の維持管理を含めてライフライ

ンの老朽化対策についても十分に留意されたい。

2　城北市民運動公園は市民の憩いの場、健康の

増進を図る場であり、全体整備の最中であるが、

その中の市民サッカー場再整備に当たっては、ツ

エーゲン金沢の現在のホームスタジアムが県の

西部緑地公園陸上競技場であることを踏まえ、こ

れまで以上に県との連携を密にして、基本計画の

策定等を進められたい。

3　都市計画マスタープランの改定に当たって

は、まちづくりに関する各種計画との齟齬が生じ

ないよう注意しつつ、時代の潮流に沿った内容と

なるよう意を用いられたい。その際には、地域の

特性や実情に応じたものとなるよう、これまで開

催してきた地域との意見交換会や市民アンケー

トで出された意見を踏まえ、市民の声に十分配慮

した上で進められたい。

 建設企業常任委員会

前　誠一委員長
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平成 30 年度 委員会構成

　3月定例月議会において、平成30年度の委員会構成が決まりました。

常任委員会

総務常任委員会（定数8）

委員長： 高　　　誠

副委員長： 松井　　隆

委　員： 熊野　盛夫 広田　美代 黒沢　和規

 小林　　誠 角野恵美子 宮崎　雅人

経済環境常任委員会（定数7）

委員長： 喜多　浩一

副委員長： 上田　雅大

委　員： 大桑　初枝 前　　誠一 下沢　広伸

 清水　邦彦 山本由起子

市民福祉常任委員会（定数8）

委員長： 小阪　栄進

副委員長： 坂本　泰広

委　員： 高岩　勝人 森　　一敏 秋島　　太

 玉野　　道 森尾　嘉昭 横越　　徹

建設企業常任委員会（定数7）

委員長： 源野　和清

副委員長： 小間井大祐

委　員： 野本　正人 中西　利雄 澤飯　英樹

 福田　太郎 高村　佳伸

文教消防常任委員会（定数8、欠員1）

委員長： 麦田　　徹

副委員長： 中川　俊一

委　員： 久保　洋子 松村　理治 松井　純一

 安達　　前 田中　展郎

議会運営委員会 　（定数12、欠員2）

委員長： 清水　邦彦

副委員長： 森　　一敏

委　員： 高　　　誠 喜多　浩一 小阪　栄進

 下沢　広伸 高岩　勝人 小林　　誠

 秋島　　太 森尾　嘉昭

特別委員会

文化学術振興特別委員会（定数10）

委員長： 下沢　広伸

副委員長： 小阪　栄進

委　員： 森　　一敏 宮崎　雅人 玉野　　道

 松井　純一 安達　　前 福田　太郎

 田中　展郎 高村　佳伸

連携中枢都市圏・都市交通特別委員会（定数9）

委員長： 山本由起子

副委員長： 前　　誠一

委　員： 大桑　初枝 高　　　誠 喜多　浩一

 高岩　勝人 久保　洋子 清水　邦彦

 秋島　　太

防災・安全対策特別委員会（定数10）

委員長： 小林　　誠

副委員長： 坂本　泰広

委　員： 中川　俊一 小間井大祐 松井　　隆

 熊野　盛夫 松村　理治 森尾　嘉昭

 中西　利雄 横越　　徹

議会広報委員会 　（定数6）

委員長： 野本　正人

副委員長： 上田　雅大

委　員： 広田　美代 源野　和清 麦田　　徹

 澤飯　英樹
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都市間交流について

　本市は、他都市と観光交流や友好交流などの協定を締結し、都市間の交流を推進するなどし

て連携を深めています。市議会においても、交流協定都市を訪問し、議員相互に意見交換を行

い 交流を深めるとともに、さまざまな行政課題を解決するための調査、研究を目的とした行政

視察を行っています。

　1月から2月にかけては、本市議会から高松市（香川県）、松本市（長野県）、長野市（長野県）、

目黒区（東京都）及び板橋区（東京都）の各議会を訪問して行政視察を行うとともに、高崎市

議会（群馬県）からの訪問を受け入れ、互いに都市が発展していく方策について議論を交わし

ました。

高松市訪問

～高松市のMICE振興について意見交換～

松本市訪問

～スポーツによるまちづくりについて視察～

長野市訪問

～広域観光の取り組みについて意見交換～

目黒区訪問

～議会の取り組みについて意見交換～

板橋区訪問

～教育現場におけるICT機器の活用について視察～

高崎市受け入れ

～スポーツ振興によるまちづくりについて意見交換～
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議会日誌
1月

15日 議会広報委員会

18日 経済環境常任委員会、建設企業常任委員会

文教消防常任委員会

22日 総務常任委員会、市民福祉常任委員会

文教消防常任委員会

2月

2日 議会運営委員会

13日 建設企業常任委員会

15日 経済環境常任委員会

19日 文教消防常任委員会

23日 議会運営委員会

26日 総務常任委員会、市民福祉常任委員会

3月

2日 金沢市議会3月定例月議会初日

本会議（議案上程・提案理由説明）

議会広報委員会

6日 議会運営委員会

9日 議会運営委員会

12日 本会議（質疑・一般質問）

13日 本会議（質疑・一般質問）

14日 本会議（質疑・一般質問）

15日 各常任委員会、議会運営委員会

16日 本会議（補正関係討論・採決）

各常任委員会、議会運営委員会

20日 常任委員会連合審査会、議会運営委員会

22日 各常任委員会、議会運営委員会

23日 本会議（討論・採決）

各常任委員会、議会運営委員会

各特別委員会、議会広報委員会

金沢市議会3月定例月議会最終日
平成29年度定例金沢市議会閉会

かなざわ市議会だよりの基本色に

ついて

　本紙に使用している

色は、古くから加賀友

禅にも使用されてきた

金沢独特の色合いであ

る「加賀五彩」の臙脂

（えんじ）・藍・黄土・

草・古代紫の 5 色を基

調としており、3 月定

例月議会号は黄土色を

基本色としています。

加賀五彩

6月11日（月） 本会議（提案理由説明）

19日（火） 本会議（質疑・一般質問）

20日（水） 本会議（質疑・一般質問）

21日（木） 本会議（質疑・一般質問）

22日（金） 委員会審査

25日（月） 本会議（討論・採決）

※日程は変更することがあります。

6月定例月議会の日程（予定）

議会広報委員会

【委 員 長】野本　正人　　【副委員長】上田　雅大

【委　　員】広田　美代　　源野　和清　　麦田　　徹

 澤飯　英樹

　本会議の映像は、次の方法でご覧になれます。

⃝ 金沢ケーブルテレビでの生中継、本会議翌日の

録画再放送（デジタル 031ch・金沢コミュニ

ティチャンネル）

⃝ インターネットでの生中継（ユーストリームを

活用した同時配信）

⃝ インターネットでの録画映像の配信（録画映像

の配信は、本会議当日からおおむね 1 週間後に

なります。）

本会議の映像について

ここをクリック

※録画映像は、平成21年分からご覧になれます。


